
消防署でD-プを使っての渡河訓禰

｢腕が疲れた｣ ｢放水の時のホースが重かった｣ ｢人工呼吸がためになった｣

ガソリンスタンドで窓拭き
｢タイヤは思ったより軽かった｣

花が水をよく吸い上げるように､切り口をガスバーナーで処理
｢冬は水が冷たくて大変そう｣

今月号の主な内容

財政公表　　　　　　　2-4面

スポーツ､図書館､町施設　5面

お知らせ　　　　　　　　　6面

町民意識調査集計結果　0-◎面

園児と遊んだ後は給食の手伝い
｢保母さんになるには体力が必要｣

社会福祉協議会で車イスを体験
｢坂は上りよりも下りが難しかった｣

寄中で臥で凱1･ふれ掛の集い

1
円

薗
警
生
徒
､
職
場
を
体
讐
る

松
田
中
学
校
で
は
日
月
4
日
　
た
も
の
で
す
｡
　
　
　
　
　
　
　
感
じ
た
｣
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
　
解
し
て
ほ
し
い
｣
な
ど
の
声
が
届

㈹
'
進
路
指
導
の
一
環
と
し
て
､

2
年
生
全
員
を
対
象
に
噺
場
体
験

学
習
を
実
施
し
ま
し
た
｡

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
'
郵
便
局
'

衣
料
品
店
'
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
､
化
粧
品
店
､
書
店
な
ど
町

内
2
3
の
事
業
所
で
仕
事
を
体
験
し

後
日
'
模
造
紙
で
壁
新
聞
を

作
っ
て
ク
ラ
ス
ご
と
に
発
表
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
｡
生
徒
の
皆
さ
ん

か
ら
は
｢
貴
重
な
経
験
が
出
来
た
｣

｢
お
店
で
は
お
客
さ
ん
に
こ
ん
な

に
気
を
遣
っ
て
い
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
｣
｢
初
め
て
役
に
立
て
た
と

ま
し
た
｡

受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
事
業

所
か
ら
は
｢
活
発
で
礼
儀
正
し
い
｣

｢
ま
た
協
力
し
た
い
｣
｢
長
時
間
の

立
ち
仕
事
に
も
不
平
を
言
わ
な

い
｣
｢
今
後
も
こ
の
体
験
学
習
を
続

け
て
'
働
-
こ
と
の
大
変
さ
を
理

き
ま
し
た
｡

初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
好
結

果
の
た
め
'
学
校
で
は
毎
年
の
行

事
に
組
み
入
れ
て
い
-
予
定
で
す
｡

学
校
と
地
域
の
結
び
つ
き
を
図

る
た
め
様
々
な
行
事
を
行
っ
て
い

る
寄
中
学
校
で
､
1
 
1
月
6
日
出

｢
で
あ
い
･
ふ
れ
あ
い
･
み
ん
な

の
集
い
｣
を
開
催
し
ま
し
た
｡

講
師
と
し
て
地
域
の
住
民
の

方
々
に
も
教
壇
に
立
っ
て
い
た
だ

き
'
講
座
は
元
南
極
観
測
船
乗
組

員
の
方
の
話
'
イ
ン
ド
音
楽
の
演

奏
'
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
､

絵
手
紙
の
書
き
方
な
ど
'
1
5
に
分

か
れ
て
開
か
れ
ま
し
た
｡

講
座
終
了
後
に
は
'
相
模
原
市

の
オ
カ
リ
ナ
演
奏
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
'
ほ
の
ぼ
の
コ
ン
サ
ー
ト
ス
ペ

シ
ャ
ル
も
開
か
れ
'
豊
か
な
集
い

と
な
っ
て
い
ま
し
た
｡

講
師
と
し
て
参
加
し
た
方
か
ら

は
｢
生
涯
学
習
に
つ
な
が
る
｣
｢
日

ご
ろ
面
識
の
な
か
っ
た
方
々
と
新

た
を
父
流
の
輪
が
広
が
り
そ
う
｣

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
'
生
徒
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
新
鮮
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
た
よ
う
で
す
｡

ロ
ー
プ
人
形
に
挑
戦

う
ま
か
っ
た
-
･
ヤ
マ
メ
の
く
ん
せ
い
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平成`10年度決算
会計別決算状況　　　　　　　　　　(単位‥万円)
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一般会計歳出

町が使ったお金の内訳

43億596万円

財

政

公

表

町
で
は
､
町
民
の
皆
さ
ん
に
町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
､
税
金
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
､
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
｡

今
回
は
ー
平
成
1
0
年
度
の
決
算
と
､
平
成
1
1
年
度
上
半
期
の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
｡
な
お
､
平
成
1
 
0
年
度
の
決
算
概
要
を
1
 
0
月
号
に
､
平
成
1
 
1
年
度
上
半
期
の
主
な
事
業
の

執
行
状
況
を
1
 
1
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
､
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
｡

T
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算

総
額
は
､
歳
入
6
8
億
1
千
1
4
2

万
円
(
前
年
度
比
o
･
9
%
減
)
､

歳
出
6
3
億
6
千
9
5
6
万
円
(
前

年
度
比
2
･
8
%
減
)
　
で
'
歳
入

か
ら
歳
出
を
引
い
た
額
は
'
4
億

4
千
1
8
6
万
円
と
な
り
ま
し
た
｡

こ
の
う
ち
一
般
会
計
分
は
3
億
1

千
1
6
9
万
円
で
'
1
億
4
千
万

円
を
将
来
の
貯
え
と
し
て
貯
金
し

ま
し
た
｡
老
人
保
健
特
別
会
計
の

赤
字
に
つ
い
て
は
､
翌
年
度
歳
入

繰
上
充
用
金
に
よ
り
補
て
ん
し
ま

し
た
｡

●
人
件
費

1
 
1
億
6
千
7
5
2
万
円
と
全
体

の
3
0
･
9
%
を
占
め
'
前
年
度
比

1
千
2
5
2
万
円
(
1
･
1
%
)

増
で
す
｡
職
員
の
給
与
､
議
員
や

各
種
委
員
等
の
報
酬
が
主
な
も
の

で
す
｡

●
物
件
費
　
.

7
億
4
千
2
6
8
万
円
と
全
体

の
1
9
･
7
%
を
占
め
､
前
年
度
比

1
千
6
6
万
円
(
1
･
5
%
)
増

で
す
｡
行
政
の
執
行
に
際
し
て
必

要
と
さ
れ
る
消
耗
品
や
備
品
の
購

入
'
町
の
施
設
や
公
園
の
管
理
な

ど
の
民
間
委
託
､
広
報
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
印
刷
'
臨
時
職
員
の
賃

金
等
が
主
な
も
の
で
す
｡
介
護
保

険
制
度
の
実
施
準
備
に
よ
る
業
務

委
託
や
備
品
購
入
に
費
用
を
要
し

た
こ
と
が
'
増
加
の
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
｡

●
補
助
費

6
億
5
6
0
万
円
と
全
体
の
1
6

･
1
%
を
占
め
'
前
年
度
比
1
千

3
1
9
万
円
(
2
･
1
%
)
減
で

す
｡
公
益
上
必
要
が
あ
る
場
合
に

他
の
団
体
や
個
人
に
対
し
て
支
出

す
る
経
費
で
'
足
柄
上
消
防
組
合
'

足
柄
東
部
清
掃
組
合
(
廃
棄
物
処

堤
)
､
足
柄
上
衛
生
組
合
(
し
尿
処

哩
)
等
に
対
す
る
負
担
金
や
､
合

併
処
理
浄
化
槽
設
置
に
対
す
る
補

助
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
｡

●
繰
出
金

3
億
9
千
5
4
5
万
円
と
全
体

の
1
0
･
5
%
を
占
め
'
前
年
度
比

1
千
1
6
2
万
円
(
2
･
9
%
)

減
で
す
｡
他
の
特
別
会
計
の
不
足

を
補
う
た
め
に
1
般
会
計
か
ら
繰

出
し
た
支
出
で
､
国
民
健
康
保
険
'

老
人
保
健
､
上
水
道
､
下
水
道
の

各
特
別
会
計
に
支
出
し
て
い
ま
す
｡



平成11年12月1日
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新松田駅南口の新設

耐震補強工事の終了した松田小学校

(  )内は決算額

来春完成予定の河内住宅(11月18日現在の室内)

中津川宇津茂公衆便所の新設

＼l

●町民1人当たりに換算した歳出額

圃(黒663;22RESR) 

消　防　費

16,283円

(2億1,694万円)(1億3,015万円)

読-会責

__/ _∴二一‥

鮮既′':Jtu,m~総務費 51,634円 偬ﾙf�ﾇ��.芸′教育費 y-42,675円 

E=S摘(6億8,792万円) �(5億6,856万円) 

笹､ �7冦���C�ﾃsSh冷�ス壞Rﾃc3)iﾈ冷��

公債費ほか
21,844円

(2億9,103万円)

民　生　費

41,674円

(5億5,522万円)

※町民1人当たりの額は､平成11年3月31日の人口13,323人で試算したものです｡

●
普
通
建
設
費

3
億
2
千
7
7
万
円
と
全
体
の

8
･
5
%
を
占
め
､
前
年
度
比
4

億
6
千
1
6
5
万
円
(
5
9
･
0

%
)
減
で
す
｡
9
年
度
で
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
等
の
大
規
模
な
建
設

事
業
が
終
了
し
た
こ
と
が
'
大
幅

な
減
少
の
要
因
で
す
｡
1
0
年
度
の

主
な
事
業
は
､
新
松
田
駅
南
口
改

札
口
の
開
設
､
河
内
住
宅
建
設
､

寄
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
工
事
な

ど
で
す
｡

●
災
害
復
旧
費

2
千
2
1
6
万
円
と
全
体
の
o

･
6
%
で
す
｡
こ
れ
は
､
昨
年
8

月
か
ら
9
月
に
か
け
て
の
大
雨
や

台
風
5
号
の
影
響
で
道
路
等
の
災

害
の
復
旧
に
要
し
た
も
の
で
す
｡

●
扶
助
費

2
億
7
千
8
1
万
円
と
全
体
の

7
･
2
%
を
占
め
[
前
年
度
比
1

千
8
7
6
万
円
(
7
･
4
%
)
　
増

で
す
｡
老
人
や
障
害
者
'
児
童
等

に
対
す
る
医
療
や
就
学
等
の
援
助

が
主
な
も
の
と
な
っ
十
,
い
ま
す
｡

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
な
ど
か
ら

老
人
福
祉
費
が
伸
び
'
ま
た
､
医

療
費
補
助
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
､

増
加
し
て
い
ま
す
｡

●
公
債
費

2
億
1
4
8
万
円
と
全
体
の
5

･
3
%
を
占
め
'
前
年
度
比
2
千

2
0
0
万
円
(
1
2
･
3
%
)
増
で

す
｡
町
の
建
設
事
業
な
ど
を
行
う

際
に
多
額
の
資
金
を
必
要
と
L
t

国
な
ど
か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
た

お
金
の
長
期
返
済
で
す
｡

●
そ
の
他

4
千
5
3
7
万
円
と
全
体
の
1

･
2
%
で
す
｡
施
設
や
公
園
等
の

碓
持
補
修
費
､
中
小
企
業
等
へ
の

貸
付
金
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
｡
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平成11年度予算と収入支出について　〔平成11年9月30日現在〕 (単位:万円)
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i∧≦…望……anは‡…㌶;. � ����

…琵∵ ��34,4 �#bﾃ��3#SS��#づ�ィ�

18,736 

21686 

栄 �� ����鼎cSr� ��4212 �� �����R�� ��2ﾃ�#��6ﾙvﾊH�2ﾂﾂﾖ��6倅�ﾘ�8ｮﾈ,鰮ｸ����0 (0%) �� 姪2ﾈ��r� 

'葵…萱崇三〇㌔.′ん.…さ真如Se.喪章きし′ � 嫡ｧｷﾖ｣�兌B���� �� 剪���

町債　　　　　その他国庫支出金　　県支出金　　　繰入金　　　　繰越金

一般会計歳出執行状況

町税　　　　地方交付税　　各種交付金

と譲与税

72,83571,503 劔劔劔劔39,059 �� 
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町営住宅 ��"ﾃC3R�4,035 �(y*ﾈ夐*ﾈ�8���-�*��

公園 �3BﾃcCB�822 �(hｭｸ髯;hﾏh��HﾜYk韜ｸ讖�Xﾏh��B��ﾉ[ﾙJ委h��-�*��

その-他の施設 �#"ﾃCSb�14,024 �*ﾉj�h嶌5ｨ985��ｺHﾉ(ﾔ餾�85ｨ985��ｺB�*ﾉ�ﾈ支ｭ唏髯;hｭ唔f胃���ﾌ�-�*��

区分 �7�&��建物 ��i>�o2�

宅地等 ���ﾃ�s��172 弍�鬟c)MCC3�2ﾓH-�*��

山林.原野 ��ﾃssrﾃC#��- 傴ﾉ69�處ﾉzx�#2ﾃ�3"ﾓ�-�*��

松田町財政調整基金 鼎Rﾃ33��

松田町庁舎建設基金 鼎�ﾃSC2�

松田町減債基金 免ﾂﾃcCB�

松田町土地開発基金 澱ﾃ��2�

松田町体育振興基金 鉄���

松田町国民健康保険財政調整基金 �"ﾃ����

松田町国民健康保険診療所財政調整基金 �"ﾃ��B�

松田町寄簡易水道事業運営基金 釘ﾃ�SB�

■
平
成
1
 
1
年
度
上
半
期
予
算
の
執
行
状
況
■

平
成
1
 
1
年
度
の
1
般
会
計
当
初

予
算
額
は
'
前
年
度
よ
り
1
 
1
･
6

%
増
の
4
3
億
4
千
万
円
で
す
｡
6

月
と
9
月
に
予
算
の
補
正
を
行
い
､

現
在
は
､
4
3
億
7
千
8
7
5
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
｡
上
半
期
の
収

入
と
支
出
の
状
況
を
見
る
と
､
予

算
現
額
の
5
1
･
5
%
に
あ
た
る
2
2

億
5
千
4
0
3
万
円
の
収
入
が
あ

り
'
4
1
･
8
%
に
あ
た
る
1
8
億
3

千
1
4
万
円
を
支
出
し
て
い
ま
す
｡

1
 
1
年
度
に
お
け
る
1
般
会
計
の

重
点
施
策
は
次
の
と
お
り
で
す
｡

①
高
齢
社
会
に
向
け
た
保
健
･
福

祉
事
業
の
整
備
と
拡
充

④
教
育
施
設
の
整
備
と
教
育
環
境

の
充
実

④
災
害
に
強
い
町
づ
-
り
の
推
進

④
自
治
会
の
自
主
運
営
強
化
と
組

織
基
盤
の
整
備

①
松
田
町
総
合
計
画
2
 
1
の
策
定

④
地
域
産
業
の
振
興
に
対
す
る
積

極
的
支
援

⑦
小
田
急
新
松
田
駅
周
辺
地
区
の

整
備

主
な
事
業
の
進
み
具
合
は
次
の

と
お
り
で
す
｡
寄
中
学
校
の
屋
内

運
動
場
建
設
は
'
基
礎
工
事
が
始

ま
り
'
全
体
の
2
割
程
度
進
ん
で

い
ま
す
｡
松
田
小
学
校
の
耐
震
補

強
は
'
内
外
装
の
工
事
も
終
わ
り

1
0
月
に
完
成
し
ま
し
た
｡
河
内
住

宅
の
建
設
は
'
現
在
内
外
装
の
仕

上
げ
を
行
っ
て
お
り
'
全
体
の
8

割
程
度
進
ん
で
い
ま
す
｡
店
屋
場

集
会
施
設
は
､
1
0
月
に
完
成
し
ま

し
た
｡
平
成
1
2
年
4
月
の
開
始
を

目
指
す
介
護
保
険
は
､
1
 
1
年
度
で

そ
の
準
備
作
業
を
終
え
る
よ
う
着

実
に
進
め
て
い
ま
す
｡
施
設
整
備

や
住
民
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

目
指
し
て
執
行
し
て
い
ま
す
｡

そ
の
他
の
6
つ
の
特
別
会
計
に

つ
い
て
は
､
総
額
2
7
億
8
千
6
3

0
万
円
を
当
初
予
算
に
計
上
し
て

い
ま
す
｡
そ
の
後
の
補
正
で
予
算

を
追
加
し
'
現
在
は
､
2
8
億
5
千

3
6
9
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

上
半
期
の
収
入
と
支
出
の
状
況
を

見
る
と
､
予
算
現
額
の
4
0
･
9
%

に
あ
た
る
1
 
1
億
6
千
6
9
2
万
円

の
収
入
が
あ
り
'
3
6
･
5
%
に
あ

た
る
1
0
億
4
千
2
3
8
万
円
を
支

出
し
て
い
ま
す
｡

剛

　

7

　

6

　

5

　

4

　

3

　

2

　

1

憎
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主喝月

催所日

将棋駒の名産地をアピールする
駒をかたどった二つ折りのメッ
セージカード｡

生活障害予防運動の教室

今月の行事
おはな　し会　7日(火)､14日(火)､21日(火)

午後3時30分～4時

図書館子どもコーナーにて

休　　館　　日　毎週月曜日､祝日(23日)

年末年始(27日～1月4日)

寄出張所図書館　毎週水曜日午後1時～4時

新着図書
一蝦書　■■一･一

逢坂　剛

上坂冬子
三好万季

鈴木清剛

赤川次郎
綾辻行人

江藤淳
へイデン

宮本輝
ン′ヨンソン

石井淳蔵

中野孝次
日本経済新聞社編

宮内庁編

≡==

｢熱き血の誇り｣

｢我は苦難の道を行く　上･下｣

｢四人はなぜ死んだのか｣

｢男の子女の子｣

｢おやすみ､夢なき子｣

｢どんどん橋､落ちた｣

｢幼年時代｣

｢愛されない子｣

｢草原の椅子　上･下｣

｢ユダヤ人の歴史　上･下｣

｢ブランド価値の創造｣

｢暗殺者　上･下｣

｢アジア変革の世紀｣

｢道｣

【今月の1冊】

｢冷静と情熱のあいだ｣江国香織･辻仁成
2000年5月｡かつ

ての恋人とのたわい

ない約束が､再びふ
たりを大きく突き動

かし始めた!男女そ
れぞれの立場から2

人の作家によって描

∈かれた新しい試みの

恋愛小説｡

一一一l　　児童書　■一一一

｢わたし魔女になりたい｣　　　　　　寺村輝夫

｢おじいちゃんの目､ぼくの目｣　マクラクラン

｢風､つめたい風｣　　　　　　　　　　ノリス
㊨

誠｢セバスチャンのトランペット｣　いまいみこ
島田明美勤｢つくろう､おくろうプレゼントカード｣

寺

【今月の1冊】

｢ネコのもらった
㊨

寄　おくりもの｣バターワース
中あしたはクリスマス｡みんな

にとって楽しい時｡でも､ノ

ネズミの口､ソティとジャック

はかなしそう｡クリスマスの

ごちそうをネコにたべられち

やったんだ｡さて､そこで2

匹が考えたアイデアは?

*以上は､新着図書160冊の抜粋です｡
級
宙　図書館だより掲載図書の予約は1日(水)から
卓　その他新着図書については､予約は14日(火)､
弘　貸出は21日(火)から受け付けます｡

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果

第
1
 
2
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ウ
リ
エ
ー
シ
m
ン
祭

ス
ポ
レ
ク
や
ま
が
た
9
9

マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
大
会

西
湘
地
区
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会

第
1
 
2
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
2
 
4
回
足
柄
上
郡

こ
ど
も
柔
道
山
北
大
会

1
 
0
日
1
 
7
日
㈲
1
1
 
9
日
㈹

山
形
県
総
合
運
動
公
園

文
部
省
･
山
形
県
ほ
か

1
 
1
月
7
日
拒

酒
匂
町
民
親
水
広
場

町
体
育
協
会

1
5
0
人

月
日
1
 
1
月
3
日
㈱

場
所
山
北
町
体
育
館

主
催
山
北
柔
道
ク
ラ
ブ

参
加
1
6
チ
ー
ム
8
0
人

団
体
の
部

3

　

位

松
田
柔
道
ク
ラ
ブ
A
チ
ー
ム

竹
内
祐
貴
　
(
松
小
6
年
)

大
館
友
里
　
(
寄
小
5
年
)

竹
内
秀
樹
　
(
松
小
4
年
)

遠
藤
孝
志
　
(
松
小
3
年
)

飯
山
和
彦
(
千
代
小
2
年
)

団
体
の
部

優

　

勝

準
優
勝

3

　

位

男
子
の
部

優

　

勝

準
優
勝

3

　

位

女
子
の
部

優

　

勝

準
優
勝

3

　

位

1
3
区
A
チ
ー
ム

店
屋
場
A
チ
ー
ム

町
屋
A
チ
ー
ム

松
下
早
二
　
(
1
3
区
)

柴
田
正
光
　
(
1
3
区
)

内
藤
成
法
　
(
1
3
区
)

中
村
光
子
(
店
屋
場
)

松
下
早
苗
　
(
1
3
区
)

瀬
川
亀
子
　
(
中
丸
)

や
り
投
げ
6
0
-
6
4
歳
の
部

4
　
位
　
関
謙
二
　
　
(
町
屋
)

こ
の
大
会
の
開
会
式
で
'
開
催

地
で
あ
る
天
童
市
の
小
学
生
か
ら

各
選
手
に
手
書
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
｡
こ

れ
に
感
激
し
た
関
さ
ん
は
'
後
日

礼
状
と
と
も
に
'
島
村
町
長
直
筆

の
色
紙
を
送
り
ま
し
た
｡

〕

月
日
1
0
月
9
日
出
･
日
日
㈹
･

1
7
日
㈱

場
所
大
井
町
総
合
体
育
館
ほ
か

主
催
小
田
原
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
連
盟

参
加

男
子
2
4
チ
ー
ム
4
位

女
子
3
4
チ
ー
ム
3
位

第
6
回
足
柄
上
郡
少
年

少
女
駅
伝
競
走
大
会

1
 
1
月
1
3
日
出

第
一
生
命
相
互
台
グ
ラ
ウ
ン
ド

足
柄
上
郡
少
年
少
女
駅
伝

競
走
大
会
実
行
委
員
会
ほ
か

幼
稚
園
で
ペ
ン
キ
塗
り

松
田
イ
レ
ブ
ン

日
月
6
日
出
･
7
日
㈱
'
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
松
田
イ
レ
ブ
ン
　
(
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
)
の
選
手
と
監
督
'

コ
ー
チ
'
役
員
ら
約
4
0
名
が
'
町

立
第
一
幼
稚
園
の
遊
具
施
設
な
ど

を
塗
り
替
え
ま
し
た
｡
選
手
の
中

に
第
一
幼
稚
園
の
卒
園
生
が
多
い

こ
と
か
ら
'
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
｡

参
加
4
8
チ
ー
ム
2
4
0
人

5
年
生
女
子
の
部

優
　
勝
　
松
田
ミ
ニ
フ
ァ
イ
ブ
B

準
優
勝
　
松
田
ミ
ニ
フ
ァ
イ
ブ
A

6
年
生
男
子
の
部

優
　
勝
　
寄
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

6
年
生
女
子
の
部

優
　
勝
　
松
田
ミ
ニ
フ
ァ
イ
ブ

女
子
チ
ー
ム
は
県
大
会
へ
の
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
｡

税
の
書
道
展
で
入
選

㈱
小
田
原
青
色
申
告
会
が
主
催

す
る
｢
小
学
生
税
の
書
道
展
｣
が

開
催
さ
れ
'
税
を
知
る
週
間
中
の

日
月
1
 
4
日
㈱
､
小
田
原
市
民
会
館

で
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
｡

｢
山
北
町
･
松
田
町
･
大
井
町
｣

の
部
で
'
本
町
の
次
の
6
人
の
作

品
が
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
｡

(
敬
称
略
)

●
水
石
琢
哉

●
片
岡
崇
浩

●
田
代
恵
子

●
副
島
麻
里

●
鍵
和
田
奈
歩

●
鐘
ケ
江
成
野

(
松
小
1
年
)

(
松
小
1
年
)

(
松
小
3
年
)

(
松
小
5
年
)

(
松
小
5
年
)

(
寄
小
2
年
)

町
民
意
識
翌
に
姦
寄
せ
ら
れ
た
町
の
施
設
に
対
す
る
こ
質
問
に
墓
え
す
雪
I
T

ご
利
用
く
だ
さ
い
町
施
設
健
康
福
祉
セ
ン
タ
-
②

先
月
号
で
は
セ
ン
タ
ー
の
運
営
経
費
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
し
た
｡
今

月
は
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
｡
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.
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l

H

岳

-
階
　
℡
8
2
･
0
2
9
4

社
会
福
祉
法
人
松
田
町
社
会
福

祉
協
議
会
が
運
営
す
る
喫
茶
｢
憩
｣

が
あ
り
ま
す
｡
昼
食
時
に
は
5
0

0
円
か
ら
6
0
0
円
の
ラ
ン
チ
メ

ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
｡

営
業
時
間
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

定
休
日
土
･
日
曜
日
'
祝
日

2

階

　

℡

8

4

･

1

1

9

5

保
健
施
設
で
は
'
健
康
相
談
'

育
児
相
談
'
健
康
審
査
'
健
康
教

室
な
ど
多
-
の
行
事
が
参
加
無
料

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
｡
行
事
予

定
は
､
4
月
に
各
戸
に
配
布
し
た

｢
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
｣
や
'
本
紙

｢
保
健
コ
ー
ナ
ー
｣
'
毎
月
2
回
発

行
し
て
い
る
｢
お
し
ら
せ
号
｣
な

ど
に
掲
載
し
て
い
ま
す
｡

3

階

　

℡

8

4

･

1

1

9

6

町
内
在
住
の
方
の
み
ご
利
用
い

た
だ
け
る
､
無
料
の
入
浴
施
設
と

休
憩
所
が
あ
り
ま
す
｡

2
つ
の
浴
室
の
一
方
は
漆
塗
り

の
風
呂
､
一
方
は
槍
風
呂
で
､
そ

れ
ぞ
れ
男
風
呂
､
女
風
呂
と
し
て

1
か
月
ご
と
に
交
替
で
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
｡

受
付
け
で
は
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

を
1
0
0
円
で
販
売
'
バ
ス
タ
オ

ル
を
1
0
0
円
で
'
浴
衣
を
2
0

0
0
円
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
｡

入
浴
時
間
‥
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

定
休
日
‥
月
曜
日

町
墓
識
調
査
に
記
入
さ
れ
た
自
由
意
見
に

お
等
芥
し
ま
す

日
嗣
盟
　
本
紙
1
 
0
月
号
の
夏
季
卓
球
大
会
の
結
果
に
誤
り
と
掲
載
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
.
お
詫
び
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
｡
男
子
2
部
優
勝
小
長
谷
直
登

男
子
-
部
3
位

一二
土
･
日
曜
日
に
も
窓
口

を
開
け
て
､
住
民
票
な

ど
が
取
れ
る
よ
う
に
配

慮
し
て
ほ
し
い
｡

固
窓
口
は
開
け
て
い
ま
せ

ん
が
'
事
前
申
込
み
に

よ
り
交
付
す
る
｢
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
｣
の
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
-
だ
さ
い
｡

申
込
み

毎
週
月
曜
日
午
前
8
時
3
0
分
か

ら
金
曜
日
の
正
午
ま
で
に
'
そ
れ

ぞ
れ
の
担
当
課
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
｡

支

　

､
土
･
日
曜
日
に
日
直
が
午
前
9

時
か
ら
午
後
4
時
の
間
に
役
場
で

書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
｡
た
だ
し
'

祝
日
と
年
末
年
始
の
閉
庁
期
間
を

除
き
ま
す
｡

●
こ
の
制
度
に
よ
り
発
行
で
き
る

の
は
次
の
書
類
で
す
｡

･
印
鑑
登
録
証
明
書
(
2
0
0
円
)

･
住
民
票
の
写
し

(
1
件
1
枚
2
0
0
円
)

担
当
町
民
福
祉
課℡

8
3
･
1
2
2
5

･
評
価
証
明
･
所
得
証
明

･
納
税
証
明
･
課
税
証
明

(
各
2
0
0
円
)

担
当
税
務
課
℡
8
3
･
1
2
2
4

･
粗
大
ご
み
個
別
収
集
ス
テ
ッ
カ
ー

(
1
枚
1
0
5
0
円
)

･
フ
ロ
ン
ガ
ス
を
含
む
冷
蔵
庫
･

エ
ア
コ
ン
等
(
1
枚
2
1
0
0
円
)

担
当
保
健
環
境
課℡

8
3
･
1
2
2
6

(
立
花
学
園
)
男
子
2
部
3
位
安
藤
義
典
(
寄
中
)



平成11年12月1日

町民文化センタ一大ホール催し物

広報　jEフf_E'

見上げるその先には何が?

11月15日現在　℡83･7021

※内容､入場券等については､直接主催者-お問い合わせください｡
※主催者の都合により内容等が変更になる場合がありますのでご了承ください｡
※駐車場が少か-ので､お車でのご来館はご遠慮くださいo
※今月の休館日は､ 6､ 13､ 20日と年末年始の27日から1月4日までです｡

西平畑公園の催し
開園時間は午前9時から午後4時まで､今月の休園
日は､ 6､ 13､ 20､ 24日､年末年始の27日から1月

4日までです｡

ふるさと鉄道ミニSLの運行は12日まで､再開は3

月中旬の予定です｡

ハーブ館工芸教室　　　　　　　　　　　　　℡85 ･ 1177

お正月のドアリース
新年を迎えるためのドアリースを作ります.いつもと違ったお正月らしさ

を演出しましょう｡

日　　時　毎週､火･木･土･日曜日10:00開始

団体予約　5名以上の場合は､上記以外でも受け付けます｡

費　　用　2,500円

自　然　館 ℡82 ･ 734

催　　し　　物

の空にふたご座流星

今月の鳥･ジョウピタキ(オ

子どもの館　　　　　　　　　　　　　　　　℡82. 9869

催　　し　　物

第1部ハンドベルコンサート

演奏:ベルフラワー(南足柄市)

第2部お正月かざり
-色紙にかざる折り紙-

指　導:小津進さん

材料費:200円

ミニ門松を作ろう

指　導:井沢善一郎さん

材料費:300円

対　象:小学生以上一般30人

お母さんの写真教室作品展示中

｢1｣ばかりが並んだ平成11年11月11日｡婚姻届を受け付けている窓口担

当者の予想に反し､婚姻届は2通だけでした｡ある市では通常の3倍の屈があ

り､大忙しだったそうです｡巷では2000年1月1日に届けようというカップ

ルもいるとのことoこの日は大安､松Ef]町でも新年早々嬉姻届は提出されるの

でしょうか｡

人口と世帯数
11月1日現在( )内は前月比

世　帯　　4 458世帯(- 13)

戸籍の琴l8
10月16日から11月15日まで

受け付けた方

お誕生おめでとう
･凝ちゃん､∴篠栗着　地､区

ちあき

高橋　千　秋　勉　13　区
こうた

宮崎　航　太　裕　　店屋場
たける

吉本　剛　瑠　雅　孝　虫沢田代
れいじ

吉本　伶　次　雅　孝　虫沢田代
みゆか

佐藤　美優佳　久　光　城　山

小川

太田

井上

城　山

正　仁　河　内

修　　町　屋

お悔やみ申し上げます

さぷろう

井上　三　郎　84歳　7　区

ふ 78歳　中　丸

88歳　8　区

87歳　8　区

80歳　弥勤寺
ちかひで

親　英　87歳　仲町屋

泣谷　ア　サ　96歳　中　里

内藤　マ　テ　95歳　虫沢田代

長井　タ　ケ　89歳　伸町屋

山本　チ　カ　94歳　河　内

2 �������31 �3��29 �#��21 ～ 27 ��B����#��7 ～ 13 ��������b�a 

-No414 (6)

カメラレポ~卜藍当

何人の胃袋に収まっ
たのでしょう?

相談時間は受付時間ej

法　律

7日(火)9:30-ll:00

町民文化センター

心配ごと

6日･27日(月)10:00-12:00

健康福祉センター

15日㈹10:00-12:00

町民文化センター

人権･行政

15日㈹10:00-12:00

町民文化センター

ツベルクリン反応検査

1日㈹13:00-13:20

健康福祉センター
ツベルクリン反応検査追加(予備)

7日㈹14:00-14:10

寄国保診療所

14日㈹13:00-13 :20

健康福祉センター

ツベルクリン判定･ BCG接種

2日㈹14:00-14:10

寄国保診療所

3日睦)13:00- 13:20

健康福祉センター
ツベルクリン判定･ B C G接種追加(予備)

9日(木)14:00-14:10

寄国保診療所

16日㈹13:00- 13:20

健康福祉センター

すくすく育児相談
7日㈹9:30-10:30

健康福祉センター

3歳児健康診査

15日㈹12:50-13:15

健康福祉センター

3-4か月児健康診査

22日㈹12:50-13:15

健康福祉センター

㈱ 能 釈 �ｲ�有 �ｲ�有 �｢�Eﾂ��"�有 �ｲ�育 �ｲ�㈱ 舵 釈 凅��

加 賀 三JL 傴ﾂ�62�?�ﾄﾂ�筆 屋 偬��$｢������松 輿 儺ﾒ�壺�渋 蕊 

工 務 傴兌b�幵�ﾔ��邑丈 備 工 ��ﾘ,h+��ⅲ�管 儘��k��設 備 工 崩ﾈ��+R�ｹ�iB�OR�5)?��±ヒ 商 佰ｲ�ｬr�工 香 �)��kﾂ�

宿 凅��莱 �5��工 �5��莱 凅��店 儘��店 
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今月の納税田

●
紙
面
の
都
合
に
よ
り
｢
介
護
保
険
の
C
y
&
A
｣
は
休
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

こ
の
広
報
紙
は
､
環
境
保
全
と
資
源
保
護
の
た
め
､

古
紙
を
利
用
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
用
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
｡

県
知
事
来
町
､

1
 
1
月
1
 
5
日
㈲
'
西
平
畑
公
園
の

子
ど
も
の
館
で
｢
足
柄
上
地
区
首

長
懇
談
会
｣
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

こ
れ
は
毎
年
､
知
事
･
副
知
事
･

4
点
を
要
望

県
幹
部
が
行
政
セ
ン
タ
ー
単
位
で

各
地
区
を
訪
れ
'
地
域
の
要
望
を

聞
-
と
い
う
も
の
で
す
｡

今
年
は
本
町
で
の
開
催
と
な
り

足
柄
上
郡
の
各
首
長
が
出
席
し
､

本
町
か
ら
は
島
村
町
長
が
次
の
4

点
(
要
約
)
を
要
望
し
ま
し
た
｡

●
新
松
田
駅
周
辺
整
備
事
業
の
計

画
づ
-
り
へ
の
全
面
的
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ

●
寄
シ
ン
ボ
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
の
エ

リ
ア
内
だ
け
で
な
-
､
寄
地
区

全
体
で
の
環
境
循
環
型
ま
ち
づ

-
り
へ
の
協
力

●
酒
匂
川
･
川
音
川
の
左
岸
の
護

岸
整
備

●
貴
重
な
財
源
で
あ
る
ゴ
ル
フ
場

利
用
税
廃
止
案
へ
の
反
対

並
ん
だ
新
鮮
な
野
菜

男
女
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6

-
･
ー

や
也
み
美
た
太

L
J
達
如
成
山
期

宿

部

　

原

同

　

乗

生

　

揮

桐

　

熊

㍍
玉

子
え
枝

さ

筈
お
田
刀

.
I
太
い

1
 
1
月
-
日
に
開
催
し
た
｢
第
-
回
ま
つ
だ
産
業
ま
つ
り
｣
に
は
､

多
数
ご
来
場
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡
活
気
あ
ふ

れ
る
会
場
で
は
早
々
に
完
売
す
る
店
､
抽
選
会
の
長
蛇
の
列
､
ス

テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
夢
中
の
子
ど
も
た
ち
･

3
4
･
2
5
1
1

水
道
修
理
当
番
　
歪

納
期
限

固
定
資
産
税
　
　
(
3
期
)
　
2
7
日

国
民
健
康
保
険
税
(
8
期
)
　
2
8
日

国
民
年
金
保
険
料
　
(
1
 
2
月
)
　
2
7
日

税
金
等
の
お
支
払
い
は
､
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
｡


